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資　料
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一般就労を実現する際に期待される「指示の理解」　　文章やメモで伝える

就労の実現 指示の理解　　　　　　　　　（単位％）

(人)

1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 5 回

以上

不明／

無回答

事 業 所 (278) 9.4 9.4 9.4 0.4 7.6 13.0 51.0

養護高等部 (224) 21.9 12.1 8.9 0.9 9.4 10.6 36.2

養護中学部 (174) 19.0 9.2 14.9 1.1 10.3 9.2 36.2

学
校
関
係
者 特殊学級 (152) 19.1 12.5 13.2 2.0 9.9 14.6 29.0

養護高等部 (410) 24.9 13.2 12.2 1.5 7.6 6.7 33.9

養護中学部 (274) 15.3 10.2 12.0 0.7 10.6 12.6 38.7

保

護

者 特殊学級 (93) 12.9 10.8 18.3 2.2 8.6 13.1 34.4
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理　　科

中　学　校 養護学校高等部

1.人体のつくりや働きに関心をもつ。

2.主な病気やけがなどの原因やおよその症状を知る。

3.病気に関係するかび・細菌などについて関心をもち，消毒

の働きや予防の意味が分かる。

4.日常用いる主な医薬品の使い方を知る。

5.日常の食品と栄養との関係に関心をもつ。

6.温度，湿度，照度などと健康との関係に関心をもつ。

7.有害な食品や公害などに関心をもつ。

8.身近にある主な植物の名称や特徴に関心を持つ。

9.身近にいる動物の習性や特徴に関心を持つ。

10.日常生活でよく使う道具や機械などの働きに関心をも

ち，使用する。

11.日常生活でよく使う電気器具の主な仕組みに関心をも

ち，使用する。

12.衣，食，住に関する物品や道具などの名称を知り，それ

らの働きに関心をもち，使用する。

13.乗物などの仕組みや働きに関心をもつ。

14.日常生活でよく使う光学製品の主な仕組みや働きに関心

をもち，使用する。

15.文房具や事務用品の主な仕組みや働きに関心をもち，使

用する

16.日常生活でよく使う石鹸や洗剤の性質や働きに関心をも

ち，使用する。

17.アルコールや灯油の性質や使い方に関心をもつ。

18.ガスの性質やガス器具の仕組みに関心をもち，使用する。

19.日常生活でよく使用する金属やプラスチック，ガラスな

どの性質や用途に関心をもち，使用する。

20.水，空気，土などの性質に関心をもつ。

21.太陽，月，星，地球などに関心をもつ。

22.季節による気象現象の変化や特徴に関心をもつ。

23.地震や火山活動などに関心をもつ。

24.海，山，川などの自然のありさまや働きに関心をもつ。

1.人体のつくりや名前，働きを知る。

2.おもな病気やけがの原因，症状を知り，予防に関心を持つ。

3.病気に関係する細菌などについて理解し，病気の予防や消

毒の方法を知る。

4.主な医薬品などの使い方が分かり，簡単な処置をする。

5.食品の栄養と健康との関係を知り，食生活に役立てる

6.温度，湿度，照度などと健康との関係を知る。

7.有害な食品や公害などについての初歩的知識をもち，日常

生活に役立てる。

8.身近にある植物の名称や特徴を知る。

9.身近にいる動物の習性や特徴を知る。

10.日常生活でよく使う道具や機械などの働きを知り，正し

く使用する。

11.日常生活でよく使う電気器具の仕組みを知り，安全に取

り扱う。

12.衣，食，住に関する物品や道具などの名称，性質，働き

を知り，使い方に慣れる。

13.乗り物などの仕組みや働きを知る。

14.日常生活でよく使う光学製品の仕組みや働きを知り，使

い方に慣れる。

15.文房具や事務用品などの仕組みや働きを知り，使い方に

慣れる。

16.石鹸，洗剤や殺虫剤などの化学薬品の性質や働きを知り，

安全に取り扱う。

17.アルコールや灯油などの性質や使い方を知り，安全に取

り扱う。

18.ガスの性質やガス器具の仕組みを知り，安全に取り扱う。

19.日常生活でよく使用する金属，プラスチック，ガラスな

どの性質や用途を知り，正しく使用する。

20.水，空気，土などの性質を知る。

21.太陽，月，星，地球などについて初歩的な知識をもつ。

22.季節による気象の変化や特徴を知る。

23.地震や火山活動などに関する初歩的な知識をもつ。

24.海，山，川など自然のありさまやおよその働きを知る。
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音　　楽

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校 養護学校高等部

1.知っている歌や好きな

曲を楽しんで聴く。

2.いろいろな事物や楽器

の音を聴く。

3.教師の歌や演奏を聴

く。

4.簡単な歌やリズムに合

わせて体を動かす。

5.友だちや先生の表現を

みて楽しむ。

6.音楽に合わせて模倣を

しながら身体の各部位を

たたいたりして動かす。

7.打楽器を打ったり鳴ら

したりしながら，歩いた

り走ったりの身体表現を

する。

8.歌や曲に合わせて，花，

ちょう，魚，うさぎ，象，

ジェット機，消防車など

の摸倣表現をする

9.音楽の大きな流れを感

じとり自由に身体表現を

する。

10.｢かごめかごめ｣｢せっ

せっせ｣｢花いちもんめ」

のようなリズミカルで簡

単なわらべうたや集団遊

びをする。

11.ハーモニカ，木琴，鉄

琴，トライアングル，シ

ンバルなどで音あて遊び

をする。

12.大きな音，小さな音の

違いに気づく。

13.タンブリンやカスタネ

ット，太鼓などで拍子打

ちをする。

14.合図に合わせて楽器を

鳴らしたり，止めたりす

る。

15.打楽器を使ってリズム

遊びやリズム合奏をした

りする。

16.好きな歌や好きな曲な

どに合わせて打楽器や吹

く楽器で自由演奏をす

る。

17.好きな歌の一部分を歌

う。

18.教師の歌う簡単な歌を

まねて歌う。

19.知っているレコードに

合わせて歌う。

20.大きい声，小さい声，

伸ばした声等，いろいろ

な声を出して歌って楽し

む。

21.やさしい曲なら，正し

いメロディーで歌う

1.音楽が流れているなか

で，休息したり，手足を

動かしたり，遊んだりす

る。

2.だっこ，マッサージ，

ゆさぶりなどで音楽のリ

ズムを伝えてもらい反応

する。

3.オルゴール，レコード，

ＣＤ，テープレコーダ

ー，テレビやＶＴＲなど

で，単純で美しいメロデ

ィーを聴く。

4.教師などの歌や演奏に

興味を示す。

5.曲の始まり，終わりを

感じて反応する。

6.音楽に反応して体を動

かす楽しさを味わう

7.教師の手をかりて，歌

に合わせて手足や身の部

位を打ちならしたり，動

かしたりする

8.音楽に合わせて，手を

たたいたり，歩いたり，

走ったり，止ったりす

る。

9.教師と一緒に簡単な手

遊び歌，指遊び歌，もの

まね遊びなどをする。

10.歌遊びの中で遊びを交

代したり，順番を待った

りする。

11.楽器に直接触れるなど

して触覚や視覚などを通

して音楽を楽しむ

12.がらがら，もくぎょ，

とり笛，コップ，ジュー

スの缶，バケツなど，音

の出るおもちゃなどで自

由に遊ぶ。

13.カスタネット，鈴，コ

ップ，ハンドベル，鳴子，

マラカス，タンブリン，

ギロ（チャイムバー，ツ

リー，チャイム，テンプ

ルブロック，ヴィブラス

ラップ，チャッパ，当た

り鉦）などで音遊びをす

る。

14.大太鼓，ティンパニ，

コンガ，ボンゴ，和太鼓

などの大きな打楽器を自

由に力強くたたく。

15.いろいろな打楽器を介

助されて両手打ち，片手

打ち，バチで打つなどし

て楽しむ。

16.ハーモニカや笛，カズ

ー，ホイッスル，スイド

ホイッスル，その他，吹

くおもちゃを自由に吹

く。

17.教師の演奏に合わせ

て，打楽器や吹く楽器で

いろいろな音を楽しむ。

18.教師の歌や演奏と一緒

に大きな声でのびのびと

声を出したり，まねて歌

ったりする。

19.やさしいメロディーの

一部を口ずさむ。

1.自分でレコード，ＣＤ，

テープレコーダー，ＶＴ

Ｒ等をかけて楽しむ。

2.友達や教師の歌や演奏

を，静かに聴いて楽しむ

3.描写音楽，行進曲，舞

曲，序曲，民族音楽，現

代音楽など，いろいろな

ジャンルの音楽を聴く。

4.身近な楽器の音色に関

心を持って聴き，楽しむ

5.学校生活の中で流れる

音楽に興味を持ち楽しむ

6.曲のリズム，速度，強

弱，高低，などに合わせ

て自由な身体表現をする

7.歌を歌いながら簡単な

身体表現をする。

8.楽器や道具（手具）な

どを使って音楽に合わせ

て身体表現をする。

9.簡単なフォークダンス

やおどりをする。

10.ペープサート，パネル

シアターや簡単な音楽劇

などをして楽しむ。

11.レコード音楽に合わせ

て模擬楽器を使って楽し

む。

12.教師の拍子打ちやリズ

ム打ちを，摸倣する。

13.簡単なリズム絵譜を見

て，楽器を打ったりリズ

ム合奏をしたりする。

14.ハーモニカ，笛，木琴，

オルガン，けん盤ハーモ

ニカ，アコーディオンな

どに親しみ，簡単なさぐ

り吹きやさぐり弾きをす

る。

15.ピアノやレコードなど

の演奏に合わせて，合奏

や部分奏をずる。

16.みんなと一緒に歌った

り，一人で踊ったりする

17.リズムやメロディーに

気をつけて歌う。

18.やさしい歌詞なら正し

く歌う。

19.簡単な歌の内容を理解

して歌う。

20.どなったり，小声すぎ

たりしないように，ちょ

うどよい声の大きさで歌

う。

1.自分の好きな曲を選ん

で，レコード，ＣＤ，テ

ープレコーダー，テレ

ビ，ＶＴＲ，ＬＤなどを

聴く

2. いろいろな楽器の音色

に関心を持って聴く。

3.自分の歌や演奏を録音

し，再生して聴く。

4.レコード，ＣＤ，テー

プレコーダー，ＶＴＲ，

ＬＤなどで歌を聴いて覚

り，好きな旋律を覚えた

えたりする。

5.生活の中でよい音楽を

聴いて楽しむ習慣を持つ

ようにする。

6.音楽を聴いて感じたこ

とを動作で表現したり，

リズムに合わせて身体表

現をしたりする。

7.曲想にふさわしい自由

な身体表現をする。

8.いろいろな歌のゲーム

をする。

9.民族音楽の特徴を味わ

いながらフォークダンス

民謡などを踊る。

10.打楽器でいろいろな拍

子打ちやリズム打ちをす

る。

11.ハーモニカ，笛，木琴，

鉄琴，オルガン，けん盤

ハーモニカ，アコーディ

オン，ピアノなどを使っ

て，独奏や合奏をする。

12.絵譜や文字譜を見た

り，さぐり弾きをしたり

して，曲の一部や簡単な

曲を演奏する。

13.楽器の扱い方やしまい

方を知り，大切に扱う。

14.強弱，アクセントなど

を意識したり，力のコン

トロールをしたりして演

奏する。

15.はっきりした発音で，

音程もできるだけ整え，

正しいリズムで歌う。

16.歌詞の表す情景を想像

したりして，気持ちをこ

めて，きれいに歌う。

17.独唱や斉唱，簡単な輪

唱などをする。

18.知っている歌，好きな

歌，歌える歌の範囲を広

げる。

19.伴奏の響きを聴いて歌

う。

1.いろいろな音楽を聴い

てその良さ，美しさを楽

しむ。

2.いろいろな楽器の音色

や人の声の特徴を感じと

って聴く。

3.いろいろな音楽を聴い

て，リズム，旋律，速さ

等の特徴に気をつけて，

味わい楽しむ。

4.自分の歌や演奏を録

音・再生して，聴いて，

より美しく表現しようと

する。

5.音曲を特徴づけている

音階，リズム，ハーモニ

ーに気をつけて聴く。

6.劇や紙芝居等の背景音

楽を，場面に応じて選ぶ

7.よい音楽映画を観たり

音楽会などで鑑賞したり

する。

8.曲の拍子やリズムを感

じとって，身体表現する

9.歌いながら，リズミカ

ルに身体表現する。

10.音楽を聴いて，その曲

の感じをつかみ，創造的

に身体表現する。

11.簡単な合奏譜を見て，

いろいろなリズム打ちや

旋律奏をする。

12.歌唱教材を関連させな

がら，簡単な旋律の階名

を覚えてひく。

13.旋律楽器を含むいろい

ろな楽器を組み合わせた

合奏をする。

14.歌唱教材やテレビなど

で覚えた曲を好きな旋律

楽器で弾いて楽しむ。

15.簡単な合奏譜を見て，

いろいろな楽器を使って

演奏する。

16.合奏では，互いに楽器

の音を聴き合って演奏す

る。

17.曲想を感じとり，演奏

の仕方を工夫する。

18.呼吸の仕方や口の開け

方に気をつけて歌う。

19.拍子，スタッカート，

レガート，シンコペーシ

ョンに注意して，正しい

音程，リズムで歌う。

20.曲想を考え，その気分

になって独唱や斉唱をす

る。

21.互いに歌声を聞き合っ

て，簡単な輪唱や部分合

唱をする。

22.民謡や歌曲など，いろ

いろな歌に関心を持ち，

楽しんで歌う。

23.簡単な音楽劇をして楽

しむ。
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図画工作・美術

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校 養護学校高等部

１　土，砂，粘土などに

親しみ，それらをもと

に体全体で自由に遊

ぶ。

２　泥などをこねたり，

くっつけたりして遊

ぶ。

３　土や砂などに線を引

いたり，形を作ったり

して遊ぶ。

４　粘土をのばしたり，

ちぎったり，まるめた

りしながら，簡単な形

を作って遊ぶ。

５　クレヨン，パスなど

を使って好きな色で思

いのままにかいて遊

ぶ。

６　身近にあるものの形

を版にして遊ぶ。

７　身近にあるものの形

や色に関心を持って自

由に遊ぶ。

８　身近にあるものか

ら，同じ形や色の物を

集めたり，並べたりし

て遊ぶ。

９　基本的な 2,3 の色名

を選びながら覚える。

10　草花，木の葉，小石

などを集めたり，分け

たり，並べたりして遊

ぶ。

11　自分の好きな色，形，

絵などを選んで集めた

り，はったり，飾った

りする。

12　紙や布などを，ちぎ

ったり，丸めたり，は

ったり，つないだりし

て遊ぶ。

13　積木などで，いろい

ろな形を作ったり，く

ずしたりして遊ぶ。

14　紙類などを，ちぎっ

たり，折ったり，切っ

たり，つないだりして

遊ぶ。

15　自分の作品を教師に

見せる。

１　自分のかいたものに

意味づけて話す。

２　体験したことや身近

なものの形や色に着目

してかく。

３　表したいものを，水

彩絵の具などを使っ

て，形や色に関心をよ

せてかく。

４　木の葉，野菜などの

自然物や身近な器物の

形を押して版画にす

る。

５　身近な用具で粘土を

作ったり，筋をつけた

り，穴をあけたりす

る。

６　粘土などを使って，

自分で表したいものを

作る。

７　いろいろの形や色を

使って，自由に組み合

わせたり，組み立てた

りする。

８　基本的な形や色を覚

える。

９　身のまわりや教室の

飾りをする。

10　はさみやのりを使っ

て，はり絵や工作をす

る。

11　包装紙，アルミ箔，

箱，空き缶など身近な

材料を使って，自由な

表現をする。

12　自分の作品や友達の

作品を見て，感じたこ

とを話す。

13　自分の作品を大切に

する。

１　かきたいものを，よ

く見てかく。

２　絵の主題を決めてか

く。

３　紙や粘土，その他扱

いやすい材料で，版を

作り，版画にする。

４　粘土などで，作ろう

とするものの感じが出

るように作る。

５　いろいろな形や色，

材質の感じの違いを生

かして表す。

６　形や色の組み合わせ

による感じの違いに気

付き，工夫して表す。

７　伝えたいことがよく

分かるように，色や形

を使って表す。

８　げんのう，のこぎ

り，きり，ペンチ，小

刀などを使って，いろ

いろなものを作る。

９　身近ないろいろな材

料や用具を準備した

り，後片付けをしたり

する。

10　紙や木，針金，ゴム

など身近な材料で，簡

単な動くおもちゃなど

を作って遊ぶ。

11　行事などに使う飾り

や道具などを，いろい

ろな材料で仲良く協力

して作る。

12　自分の友達の作品の

表し方の違いに関心を

持って見る。

13　美しい自然の風景や

造形品に関心を持つ。

14　自分や友達の作品を

大切にする。

１　見たこと，感じたこ

と，考えたことなどを

絵にかく。

２　自然の背景や身のま

わりの事物をよく見

て，絵の具の性質を生

かして絵にかく。

３　彫刻刀を使って，ゴ

ム版やリノリューム版

などで，版を作り，版

画にする。

４　粘土などで，動物や

人，乗り物，建物など

の特徴をとらえて立体

表現する。

５　形の対称や繰り返し

リズムなどの面白さに

気付き，工夫して表現

する。

６　色合いの違い，色の

寒暖などが分かり，色

の組み合わせを工夫し

て表現する。

７　知らせる内容を考え

て，色や形の組み合わ

せを工夫して表現す

る。

８　形や色，材質のつり

合いの美しさを感じと

って，見通しをもって

表現する。

９　粘土で器物を成形

し，必要に応じて焼成

する。

10　木や竹，プラスチッ

クなどいろいろな素材

の性質を考えて，使え

るものを作る。

11　ニスやエナメルなど

を使用して，工作物を

仕上げる。

12　作ろうとするもの

を，絵や図にかいたり

して，見通しをもって

作る。

13　身近にある造形品を

見たり，使ったりし

て，そのよさに気付

く。

14　自然の風景やすぐれ

た作品などの美しさや

よさを味わう。

１　見たこと，感じたこ

と，考えたことなどを

工夫して絵にかく。

２　木版を主として，計

画を立て，版を作り，

版画にする。

３　表現したいものを，

いろいろな材料の特性

を生かし，立体を作

る。

４　目的や用途に合わ

せ，形や色などの組み

合わせを工夫して，作

ったり，飾ったりす

る。

５　目的や条件に応じ

て，材料や用具を選

び，計画を立て工夫し

ながら表現する。

６　金属，プラスチッ

ク，その他の造形素材

の種類や性質を生かし

て表現する。

７　粘土で，飾るものや

使うものを成形し，焼

成する。

８　木材などで，日用品

や模型などを作る。

９　工具や機械などの正

しい扱い方を理解し，

簡単な手入れをする。

10　いろいろな用具や工

具，機械類を素材の特

性に合わせて活用す

る。

11　塗装の初歩的技術を

理解して活用する。

12　簡単な見取り図や展

開図の見方やかき方を

理解して，順序よく作

る。

13　身近にある造形品を

見たり，使ったりし

て，その美しさや働き

を理解する。

14　我が国や諸外国の親

しみのある美術作品な

どのよさや美しさなど

に関心を持って鑑賞す

る。
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体育・保健体育

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校 養護学校高等部

１　一人で歩く。

２　合図で立ったり，座

ったりする。

３　１列に並ぶ。

４　脚を前後，左右に開

いたり，腕を振った

り，回したりする。

５　支えられて片足で立

つ。

６　トランポリンの上で

ゆれを楽しむ。

７　低鉄棒を使って，い

ろいろな遊びをする。

８　一人でごろごろ転が

る。

９　低い台に昇ったり，

おりたりする。

10　階段を昇ったり，お

りたりする。

11　遊具を使って，ぶら

さがったり，よじ登っ

たり，飛び降りたりす

る。

12　器具を使って，バラ

ンスをとって遊ぶ。

13　低い跳び箱に乗った

り，おりたり，またが

ったりする。

14　マットの上で，横や

前にころがる。

１　大股，小股などの歩

き方をする。

２　合図で集合する。

３　直線上を歩く。

４　１列に並んで歩く。

５　上肢，下肢を曲げた

り伸ばしたりする。

６　片足で立つ。

７　固定施設などを使っ

ていろいろな遊びをす

る。

８　トランポリンやジャ

ンピングボードで遊

ぶ。

９　低鉄棒を使って，跳

び上がったり，跳びお

りたりする。

10　跳び箱を使って，ま

たぎ乗りやまたぎおり

をする。

11　マットで横ころが

り，前ころがりなどを

する。

１　後ろ歩き，横歩きな

どいろいろな歩き方を

する。

２　集合・整列をする。

３　リズムに合わせて行

進する。

４　距離，間隔をとって

１～２列で整列する。

５　１～２列で正しく歩

く。

６　片足とびをする。

７　上体をそらせたり，

体の前後屈，側屈をす

る。

８　馬跳びをする。

９　縄跳び遊びをする。

10　いろいろな体操をま

ねをして行う。

11　鉄棒にぶらさがった

り，体を前後に振る。

12　低鉄棒で前周りおり

をする。

13　跳び箱を使って，跳

び上がり・跳びおりを

する。

14　マットで連続横ころ

がりや連続前ころがり

をする。

１　号令に合わせて，体

の向きを変える。

２　腕の屈伸をする。

３　腕の前・上下・左右

突き，腕の内外回旋を

する。

４　膝の屈伸や脚の前振

をしたり，脚を前後左

右に大きく開いたりす

る。

５　体の前後屈，側屈を

大きくしたり，体の回

旋をする。

６　脚の開閉跳びなどを

する。

７　短なわ跳び，長なわ

跳びをする。

８　体操を曲に合わせて

行う。

９　低鉄棒で足抜き回り

をする。

10　高鉄棒にぶらさがっ

て体を前後に振って跳

ぶ。

11　跳び箱で腕立て跳び

上がり，腕立て飛び越

しなどをする。

12　マットで前転，後転

などをする。

13　マットで開脚前転，

開脚後転などをする。

14　平均台の上で方向変

換をする。

15　速度や方向を変えて

歩いたり，走ったりす

る。

16　全力疾走する。

17　物を持ったり，かつ

いだりして走る。

１　身体各部位の届伸，

ねん転，回旋などをす

る。

２　歩・走・跳・投・捕

などの全身運動をす

る。

３　腕立て伏臥，腕屈伸

などをする。

４　体操を曲に合わせて

正しく行う。

５　低鉄棒で膝かけ振り

上がり，逆上がりなど

をする。

６　高鉄棒で振り跳びを

する。

７　跳び箱で開脚跳び，

台上前転などをする。

８　マットで連続前転，

連続後転，開脚前転，

開脚後転などをする。

９　平均台の上で方向変

換をしたり，後歩き，

片足立ちなどをする。

10　短距離走，長距離走，

持久走をする。

11　リレーで正しくバト

ンパスをする。
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小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校 養護学校高等部

15　低い平均台の上を支

えられて歩いたり，手

をひかれて歩いたりす

る。

16　手をひかれて走った

り，一人で走ったりす

る。

17　這ったり，くぐった

り，またいだりして遊

ぶ。

18　しゃがんだり，立っ

たり，その場跳びをす

る。

19　まっすぐ走る。

20　片足や両足で踏み切

って跳ぶ。

21　膝ぐらいの水の中で

いろいろな遊びをす

る。

22　ボールを転がしたり

投げたりする。

23　音楽が流れている所

で体を動かす。

24　動物のまねをして，

はねたり，跳んだりす

る。

25　歌を伴った遊びをす

る。

12　低い平均台の上を歩

く。

13　同じ調子でかけ足を

する。

14　折り返しリレーなど

をする。

15　緩やかなカーブを走

る

16　川跳び遊びなどをす

る。

17　膝くらいの深さの水

の中で，歩いたり，走

ったりする。

18　顔や頭を水の中に入

れて，いろいろな遊び

をする。

19　ボールをついたり，

蹴ったりして遊ぶ。

20　近い距離でボールを

投げたり，受けたりす

る。

21　ボール送りゲームを

する。

22　動物などのまねをし

て遊ぶ。

23　簡単なリズム遊びを

する。

24　音楽に合わせて歩い

たり，跳んだりする。

15　平均台の上を歩く。

16　全力で短い距離を走

る。

17　ジグザグ，Ｓ字など

のコースに沿って走

る。

18　リレーでバトンパス

をする。

19　やや長い距離を走

る。

20　立幅跳びをする。

21　水の中で，目を開

く。

22　水の中で，鼻から息

をはく。

23　水の中で沈み方，浮

き方に慣れる。

24　水の中でばた足をす

る。

25　ボールを蹴りながら

走る。

26　ドリブルをする。

27　円形ドッジボールを

する。

28　音楽に合わせて自由

な表現をする。

29　簡単なフォークダン

スを踊る。

18　幅広い障害を跳びこ

える。

19　リレーで決められた

約束を守ってバトン

パスをする。

20　走り幅跳びをする。

21　かなり長い距離を走

る。

22　水の中で，伏し浮き

やけ伸びをする。

23　水の中で，伏し浮き

から立ち上がり動作

をする。

24　水の中で，顔をつけ

てばた足をする。

25　ボールを使ってリレ

ーをする。

26　相手に向かってボー

ルを投げたり，蹴っ

たりする。

27　簡易ルールでフット

ベースボールやサッ

カーをする。

28　簡易ルールでバスケ

ットボール，ソフト

ボール，卓球，バド

ミントンなどをす

る。

29　音楽に合わせて自由

に身体表現をする。

30　簡単なフォークダン

スや民謡を踊る。

31　スキー，スケートな

どをする。

32　すもうなどをする。

12　ハードルなどで，

障害走をする。

13　決まりを守って，

走り幅跳びをする。

14　走り高跳びをする。

15　水の中で呼吸の仕方

を覚える。

16　クロール，平泳ぎ，

潜水などをする。

17　背泳ぎ，横泳ぎなど

をする。

18　スタート台からのス

タートやターンをす

る。

19　長い距離を泳ぐ。

20　フットベースボー

ル，ソフトボール，サ

ッカーなどをする。

21　バスケットボール，

ハンドボール，バレー

ボールなどをする。

22　卓球，バドミントン

などをする。

23　ダンスを創作したり

鑑賞したりする。

24　フォークダンスや民

謡を踊る。

25　スキー，スケート，

登山などをする。

26　柔道や剣道などをす

る。
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表１　企業における人としての資質と能力

区　　分 能力評定要素 区　　分 能力評定要素

仕 事 の 量 説 得 力

処 理 応 待 力

数
量
的
成
績 数 量 的 成 果 指 導 力

仕 事 の 質

　対　人

統 率 力
結 果

信 頼 度

技
　
術

　対　物 熟 練 度

知 識 の 向 上 注 意 力

技 能 の 向 上 協 調 力

発 揮 し た 積 極 性 勤 勉 性

質
的
成
績
努 力

発 揮 し た 持 続 性 積 極 性

勤 怠 記 録 (別途，勤怠による) 自 制 心

服 務 自 主 性

勤
務
状
態 勤 務 中 の態 度

勤 務 姿 勢 行 動 力

発 揮 し た 指 導 力 責 任 感
監督者としての

発 揮 し た 統 率 力 評 価 力

対
人
的
成
績 一般職としての 協 調 の 度 合

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

勤 勉

基 礎 知 識 勤 務 成 績

業 務 知 識 勤 務 姿 勢

理 解 力 能 力 の 発 揮

判 断 力

総
合
評
定

職 級 変 更 の 可 否

工 夫 力

創 意 力

知
　
　
識

企 画 力

(牛窪，1978 による)

（資料出所：牛窪浩・他 「人材採用・教育・評価便覧」日本コンサルタントグループ，1978）
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表２　人事考課の評定要素の構成

評　定　要　素 便宜上この要素に含めるもの

知識 仕事の知識 常識，識見

熟練

技能

仕事の速さ

正確性

経験

迅速性

信頼性，安全観念

肉体

能力
健康状態

監督

能力

指導力

公正

検討力

調整力

統率力，教育力，統制力

公平さ

検閲力，反省力，評価力

実行力，処理力

顕在

能力

知的

能力

Ⅰ 能力

忍耐力

集中力

注意力

判断力

表現力

折衝力

計画力

理解力

整理力

報告力

持久力，根気力，自制力，我慢強さ

綿密性

研究力，慎重性

決断力，意志力，機敏性，洞察力

論理力

応待力，説得力，政治力，交渉力，社交性

企画力，独創力，創意工夫力，推理力，分析力，総合力

応用力

時間厳守，几帳面さ

業務遂行責任 奉仕感，忠実さ，忠誠心，愛社心，責任感，実行力，

誠実さ

責任 金銭取扱責任

秘密保持責任

信用維持責任

潜在

能力

評定

学歴

資格免許

要素

Ⅱ 態度

融和性，協力性，克己心

真面目さ，規律性

勤怠

協調性

勤勉性

順応性

積極性

反省心，向上心

Ⅲ 貢献度 実績

目標達成

Ⅳ 性格 (略)

（資料出所：中村勝（監修） ｢新版人事管理チェックリスト」日本法令，1979)
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表３　作業工析分析表の項目と具体例

身　体　機　能 説　明　具　体　例

1 親 指 親指の使用。筆記，つまみの操作，はさみの使用等。

2 人 差 指 人差指の使用。筆記，つまみの操作，ボタン操作等。

3

指

他 の 指 親指，人差指以外の指の使用。ハンドル・クランクの操作等。

4 手 の ひ ら 手のひらの使用。棒の把持，盆による運搬等。

5 手 首 か ら 先 手首から先の動きで行う動作。電話のダイヤル操作等。

6 ひじ関節から先 ひじ関節から先の動きで行う動作。筆記，タイプ打ち等。

7

腕

の

動

き
肩 関 節 か ら 先 肩関節から先の動きで行う動作。アイロンかけ，ふとん出し入れ等。

8 歩 行 歩くこと，走ること，またぐこと等。

9 ひ ざ の 屈 伸 脚の屈伸。階段昇降，けること，しゃがむこと，ペダルこぎ等。

10

下

肢

機

能
足 首 足首の使用。フットペダル，ミシン，自動車操作等。

前 後 ・ 左 右 体幹の前後，左右への傾斜，動き等。
11

胴

ひ ね り 体幹の左右，後方へのひねり。

行

動

機

能

12 言 語 機 能 言語による情報伝達。窓口の接客，案内，電話交換等。

13 巧 ち 性 作業の困難度。器用さ，神経を要する微調整，正確さを要する位置決め等。

14 静 的 筋 力 重量物保持や圧力に抗して支えること。持続的な力の発揮等。

操

作

機

能
15 動 的 筋 力 急激に力を加える動作，律動的な動作等。ハンマー操作。クランク回し等。

16 視 覚 物の視認，位置の確認，標識・表示の確認，図面読み等。

17 色 覚 色の判別。信号機，淡色反応の確認。

18 聴 覚 音の聴き分け，言語による情報の聞き取り等。ブザー音の識別。

19 臭 覚 ・ 味 覚 臭い，味の識別。有毒ガス，香料，化粧品の判別。食品の官能検査等。

20 皮 膚 感 覚 手ざわりによる識別。部品の形状，表面の粗さの判別。温冷感等。

感

覚

機

能

21 運 動 ・ 平 衡 感 覚 身体の安全を保つための姿勢をとる感覚。列車内での検札業務，方向の識別。

（資料出所：原谷達夫・他 「障害者就業職種の職務分析とその効果的活用（Ⅱ）」 研究調査報告書　No.40

身体障害者雇用促進協会,1980）

（
姿
勢

　
変
換
）
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表４　職務分析票による身体動作項目

番号 項　　目 項　　目

1 歩 行 す る

2 跳 躍 す る

3 走 行 す る

4 平 衡 を と る

5 登 　 る

6 は 　 う

7 立 っ て い る

8 身 体 を ま わ す

9 う ず く ま る

10 か が む

11 膝 を つ い て す る

12 坐 っ て す る

13 手 を の ば す

14 も ち あ げ る

15 運 ぶ

16 物 を な げ る

17 物 を 押 す

18 物 を ひ っ ぱ る

19 手 を 使 う

20 指 先 を 使 う

21 な で る

22 話 を す る

23 聞 　 く

24 視 　 る

１．体力

(１)持ち上げる

(２)運ぶ

(３)物を押す

(４)物をひっぱる

(５)物を投げる

２．姿勢

(１)立っている

(２)すわっている

(３)身体をまわす

(４)かがむ

(５)うずくまる

３．手腕の運動

(１)手をのばす

(２)手を使う

(３)指先を使う

(４)なでる

(５)

４．その他

(１)話をする

(２)聞く

(３)見る

(４)

(５)

25 色 わ け す る

26 距離かんかくを見る

27

28

段
動作程度

E D C

30 作業の

速さ

（資料出所：原谷達夫・他 「障害者就業職種の職務分析とその効果的活用」研究調査報告書 №18

　身体障害者雇用促進協会，1979）



－  －247

知的障害者の就労を継続するための課題（高等部教員）

必ずできなくてはならない できなくてもさしつかえない

日
常
生
活

トイレが一人で利用できる 2.90(.32)
食事のマナーが守れる 2.23(.61)
身辺を清潔にできる 2.22(.60)
身なりを整えられる 2.20(.66)

病気やけがの予防ができる 1.94(.69)
整理・整頓ができる 1.91(.63)
病気やけがに対処できる 1.75(.77)
余暇がうまく過ごせる 1.70(.68)
一人で掃除や洗濯ができる 1.54(.73)
一人で食事の支度ができる 1.43(.79)

職
業
生
活

物を無断で持って行かない 2.93(.29)
自他のものが区別できる 2.79(.47)
道具を使ったら必ず返す 2.72(.50)
むやみに休まない 2.71(.52)
仕事中騒いだりしない 2.70(.50)
目印で自分のものが分かる 2.68(.54)
素直に注意を聞く 2.54(.64)
できない時にごまかさない 2.53(.59)
怠けたり手抜きをしない 2.52(.57)
約束を守る 2.52(.58)
仕事は，責任を持ってやる 2.50(.58)
うそや言い訳をしない 2.50(.65)
まじめに仕事をする 2.42(.61)
ふざけずに仕事をする 2.38(.65)
決まりや礼儀を守る 2.35(.63)
順番や交代の意味が分かる 2.30(.70)
辛抱強く仕事をする 2.28(.67)
指示を受け入れる 2.27(.67)
積極的に作業に取り組む 2.25(.65)
共同の道具を大切にする 2.23(.63)
仕事中に無駄話をしない 2.22(.68)
反復作業に耐える 2.19(.71)
整理・整頓ができる 2.03(.63)
気に入らない仕事に耐える 2.00(.69)

ねばり強く仕事をする 1.95(.69)
工夫して仕事する 1.52(.72)

協
調
性

自分勝手な行動をしない 2.64(.57)
身近な人にあいさつをする 2.60(.58)
｢ありがとう｣ ｢ごめんなさい」 2.52(.62)
人に迷惑をかけたときに謝る 2.50(.67)
助けられた時，謝意を表わす 2.24(.64)
他人の協力を受け入れる 2.03(.65)
場に応じたあいさつをする 2.01(.65)
人の失敗や過失をとがめない 2.01(.73)

他人に協力する 1.82(.69)
場の雰囲気が分かる 1.58(.71)

意
思
の
表
示

名前を呼ばれたら返事をする 2.75(.51)
仕事が終わったら報告する 2.54(.64)
作業が分からないときは聞く 2.46(.67)
指示や説明を正しく聞き取る 2.16(.70)
話が分からないときは聞く 2.09(.74)
自分の気持ちを表現できる 2.02(.68)

依頼や訴えをする 1.93(.72)
話す相手と視線をあわせる 1.90(.70)
簡単な伝言をする 1.90(.74)
感情を出さない時が分かる 1.87(.68)
聞かれれば，上司に話す 1.75(.67)
相手の気持ちが分かる 1.68(.68)
要望や不満などを表わす 1.62(.71)
説明を聞いて内容が分かる 1.62(.74)
見聞きした事を上司に話す 1.60(.72)
ていねいな言葉を使える 1.58(.79)
時と場に応じた適切な対応 1.58(.79)
立場をわきまえて対応する 1.57(.77)
聞き手の方を向いて話す 1.52(.76)
上司などに簡単な伝言をする 1.49(.73)
順序をたどって話す 1.39(.69)
電話や来客の取り次ぎをする 1.36(.79)
自分の意見を分かるよう話す 1.27(.72)
電話の対応を知り利用する 1.24(.81)
話し合いで，意見も述べる 1.21(.74)

作
業

道具などを正しく使う 2.25(.72)
道具などを注意して運搬する 2.22(.73)
道具などを大切に扱う 2.20(.72)
準備，後片づけができる 2.12(.66)

作業内容の変更をすぐ覚える 1.73(.63)
道具などの管理や手入れ 1.50(.79)

職
業
に
関
す
る

　
知
識
・
理
解

自分の分担が分かる 1.91(.85)
仕事の責任が分かる 1.60(.80)
仕事の分担や協力が分かる 1.51(.79)
履歴書など手本を書き写す 1.30(.84)
基本的労働条件がわかる 1.19(.75)
PESO などの役割が分かる 1.03(.77)

職業の名前が言える 0.86(.74)
職場の組織が分かる 0.93(.76)
保険などの制度が分かる 0.93(.71)

一
般
的
知
識

119 番や 110 番が分かる 1.50(.87)
水，電気，ガスなど大切に使う 1.49(.70)
警察署などの働きが分かる 1.28(.77)

よく使う外来語が分かる 0.96(.69)
諸届などの意味が分かる 0.95(.71)
諸届などの記入が分かる 0.86(.71)
選挙の意味が分かる 0.81(.71)

特
徴

得意・不得意が分かる 1.44(.70)
やってみたい仕事が分かる 1.43(.73)
向いている仕事が分かる 1.32(.70)

数値は平均値（標準偏差）を表す



－  －248

知的障害者の就労を継続するための課題（中学部教員）

必ずできなくてはならない できなくてもさしつかえない

日
常
生
活

トイレが一人で利用できる 2.81(.42)
食事のマナーが守れる 2.18(.61)
身辺を清潔にできる 2.08(.65)
身なりを整えられる 2.06(.68)

整理・整頓ができる 1.82(.67)
病気やけがの予防ができる 1.78(.67)
余暇がうまく過ごせる 1.61(.72)
病気やけがに対処できる 1.57(.75)
一人で掃除や洗濯ができる 1.47(.74)
一人で食事の支度ができる 1.24(.78)

職
業
生
活

物を無断で持って行かない 2.78(.47)
自他のものが区別できる 2.59(.60)
道具を使ったら必ず返す 2.58(.55)
むやみに休まない 2.54(.56)
目印で自分のものが分かる 2.54(.67)
仕事中騒いだりしない 2.52(.64)
約束を守る 2.42(.64)
仕事は，責任を持ってやる 2.38(.62)
素直に注意を聞く 2.35(.58)
うそや言い訳をしない 2.34(.66)
怠けたり手抜きをしない 2.32(.61)
できない時にごまかさない 2.32(.69)
まじめに仕事をする 2.25(.60)
順番や交代の意味が分かる 2.22(.71)
ふざけずに仕事をする 2.20(.69)
決まりや礼儀を守る 2.16(.70)
辛抱強く仕事をする 2.15(.63)
仕事中に無駄話をしない 2.15(.68)
共同の道具を大切にする 2.12(.65)
指示を受け入れる 2.06(.73)
反復作業に耐える 2.02(.70)

積極的に作業に取り組む 1.97(.65)
整理・整頓ができる 1.92(.66)
気に入らない仕事に耐える 1.84(.72)
ねばり強く仕事をする 1.71(.79)
工夫して仕事する 1.34(.74)

協
調
性

身近な人にあいさつをする 2.50(.65)
自分勝手な行動をしない 2.47(.65)
｢ありがとう｣｢ごめんなさい｣ 2.46(.64)
人に迷惑をかけたときに謝る 2.41(.66)
助けられた時，謝意を表わす 2.20(.70)

他人の協力を受け入れる 1.97(.66)
場に応じたあいさつをする 1.94(.67)
人の失敗や過失をとがめない 1.84(.73)
他人に協力する 1.74(.68)
場の雰囲気が分かる 1.51(.70)

意
思
の
表
示

名前を呼ばれたら返事をする 2.65(.59)
仕事が終わったら報告する 2.32(.75)
作業が分からないときは聞く 2.27(.78)
指示や説明を正しく聞き取る 2.11(.77)
自分の気持ちを表現できる 2.05(.77)

話が分からないときは聞く 1.99(.81)
依頼や訴えをする 1.92(.77)
感情を出さない時が分かる 1.83(.72)
簡単な伝言をする 1.83(.76)
話す相手と視線をあわせる 1.74(.79)
説明を聞いて内容が分かる 1.69(.80)
聞かれれば，上司に話す 1.68(.80)
要望や不満などを表わす 1.63(.73)
相手の気持ちが分かる 1.62(.71)
見聞きした事を上司に話す 1.56(.73)
ていねいな言葉を使える 1.53(.81)
上司などに簡単な伝言をする 1.51(.83)
時と場に応じた適切な対応 1.48(.81)
電話や来客の取り次ぎをする 1.47(.82)
立場をわきまえて対応する 1.47(.83)
電話の対応を知り利用する 1.46(.84)
聞き手の方を向いて話す 1.46(.85)
順序をたどって話す 1.40(.74)
自分の意見を分かるよう話す 1.31(.72)
話し合いで，意見も述べる 1.21(.76)

作
業

道具などを正しく使う 2.21(.71)
道具などを注意して運搬する 2.20(.64)
道具などを大切に扱う 2.12(.70)
準備，後片づけができる 2.07(.72)

作業内容の変更をすぐ覚える 1.69(.70)
道具などの管理や手入れ 1.47(.79)

職
業
に
関
す
る

　
知
識
・
理
解

自分の分担が分かる 1.87(.87)
仕事の責任が分かる 1.49(.84)
仕事の分担や協力が分かる 1.42(.76)
基本的労働条件がわかる 1.14(.81)
履歴書など手本を書き写す 1.12(.80)

職場の組織が分かる 0.96(.79)
保険などの制度が分かる 0.90(.72)
職業の名前が言える 0.85(.73)
PESO などの役割が分かる 0.83(.74)

一
般
的
知
識

水，電気，ガスなど大切に使う 1.52(.78)
119 番や 110 番が分かる 1.53(.84)
警察署などの働きが分かる 1.35(.77)
諸届などの意味が分かる 1.04(.77)
よく使う外来語が分かる 1.01(.68)

諸届などの記入が分かる 0.90(.76)
選挙の意味が分かる 0.78(.71)

特
徴

やってみたい仕事が分かる 1.39(.75)
得意・不得意が分かる 1.37(.75)
向いている仕事が分かる 1.18(.77)

数値は平均値（標準偏差）を表す



－  －249

知的障害者の就労を継続するための課題（特殊教員）

必ずできなくてはならない できなくてもさしつかえない

日
常
生
活

トイレが一人で利用できる 2.75(.59)
食事のマナーが守れる 2.07(.78)

身なりを整えられる 1.99(.73)
身辺を清潔にできる 1.98(.72)
整理・整頓ができる 1.77(.73)
病気やけがの予防ができる 1.61(.77)
病気やけがに対処できる 1.54(.85)
一人で掃除や洗濯ができる 1.51(.84)
一人で食事の支度ができる 1.29(.82)
余暇がうまく過ごせる 1.25(.77)

職
業
生
活

物を無断で持って行かない 2.87(.57)
自他のものが区別できる 2.54(.76)
道具を使ったら必ず返す 2.51(.72)
むやみに休まない 2.50(.69)
目印で自分のものが分かる 2.44(.80)
仕事中騒いだりしない 2.42(.71)
約束を守る 2.40(.72)
仕事は，責任を持ってやる 2.33(.71)
怠けたり手抜きをしない 2.32(.73)
できない時にごまかさない 2.30(.73)
素直に注意を聞く 2.27(.74)
うそや言い訳をしない 2.24(.72)
順番や交代の意味が分かる 2.23(.85)
まじめに仕事をする 2.17(.78)
辛抱強く仕事をする 2.16(.68)
共同の道具を大切にする 2.10(.77)
反復作業に耐える 2.09(.69)
ふざけずに仕事をする 2.08(.84)
決まりや礼儀を守る 2.07(.81)
指示を受け入れる 2.02(.81)

仕事中に無駄話をしない 1.91(.87)
気に入らない仕事に耐える 1.83(.74)
整理・整頓ができる 1.80(.74)
積極的に作業に取り組む 1.76(.89)
ねばり強く仕事をする 1.66(.73)
工夫して仕事する 1.10(.78)

協
調
性

｢ありがとう｣｢ごめんなさい｣ 2.34(.84)
身近な人にあいさつをする 2.32(.85)
自分勝手な行動をしない 2.30(.74)
人に迷惑をかけたときに謝る 2.30(.77)
助けられた時，謝意を表わす 2.13(.86)

他人の協力を受け入れる 1.82(.69)
場に応じたあいさつをする 1.75(.78)
人の失敗や過失をとがめない 1.74(.75)
他人に協力する 1.63(.69)
場の雰囲気が分かる 1.41(.78)

意
思
の
表
示

名前を呼ばれたら返事をする 2.56(.74)
作業が分からないときは聞く 2.20(.81)
仕事が終わったら報告する 2.19(.85)
指示や説明を正しく聞き取る 2.13(.81)
話が分からないときは聞く 2.05(.78)

簡単な伝言をする 1.95(.89)
依頼や訴えをする 1.85(.72)
説明を聞いて内容が分かる 1.77(.76)
聞かれれば，上司に話す 1.71(.72)
感情を出さない時が分かる 1.71(.80)
話す相手と視線をあわせる 1.70(.81)
自分の気持ちを表現できる 1.68(.81)
電話や来客の取り次ぎをする 1.65(.87)
上司などに簡単な伝言をする 1.64(.83)
要望や不満などを表わす 1.62(.71)
相手の気持ちが分かる 1.55(.77)
見聞きした事を上司に話す 1.53(.76)
電話の対応を知り利用する 1.51(.84)
ていねいな言葉を使える 1.50(.86)
立場をわきまえて対応する 1.45(.81)
時と場に応じた適切な対応 1.44(.84)
聞き手の方を向いて話す 1.40(.82)
順序をたどって話す 1.38(.72)
自分の意見を分かるよう話す 1.28(.76)
話し合いで，意見も述べる 1.19(.73)

作
業

道具などを正しく使う 2.19(.75)
道具などを注意して運搬する 2.06(.76)
道具などを大切に扱う 2.05(.75)
準備，後片づけができる 2.03(.72)

作業内容の変更をすぐ覚える 1.57(.69)
道具などの管理や手入れ 1.50(.80)

職
業
に
関
す
る

　
　
知
識
・
理
解

自分の分担が分かる 1.87(.84)
仕事の責任が分かる 1.59(.81)
に仕事の分担や協力が分かる 1.48(.79)
履歴書など手本を書き写す 1.45(.91)
基本的労働条件がわかる 1.42(.87)
保険などの制度が分かる 1.22(.78)
PESO などの役割が分かる 1.10(.80)
職場の組織が分かる 1.05(.82)

職業の名前が言える　　　　　　0.96(.77)

一
般
的
知
識

119 番や 110 番が分かる 1.94(.90)
水，電気，ガスなど大切に使う 1.81(.79)
警察署などの働きが分かる 1.56(.72)
諸届などの意味が分かる 1.35(.77)
諸届などの記入が分かる 1.17(.82)
よく使う外来語が分かる 1.16(.74)

選挙の意味が分かる　　　　　　0.94(.74)

特
徴

やってみたい仕事が分かる 1.47(.75)
得意・不得意が分かる 1.44(.75)
向いている仕事が分かる 1.37(.79)

数値は平均値（標準偏差）を表す



－  －250

知的障害者の就労を継続するための課題（高等部保護者）

必ずできなくてはならない できなくてもさしつかえない

日
常
生
活

トイレが一人で利用できる 2.80(.47)
食事のマナーが守れる 2.18(.61)
身なりを整えられる 2.07(.61)
身辺を清潔にできる 2.04(.63)

整理・整頓ができる 1.86(.62)
病気やけがの予防ができる 1.78(.67)
病気やけがに対処できる 1.66(.73)
一人で掃除や洗濯ができる 1.51(.71)
一人で食事の支度ができる 1.45(.75)
余暇がうまく過ごせる 1.41(.76)

職
業
生
活

物を無断で持って行かない 2.77(.47)
自他のものが区別できる 2.60(.56)
道具を使ったら必ず返す 2.56(.60)
むやみに休まない 2.54(.57)
目印で自分のものが分かる 2.54(.59)
仕事中騒いだりしない 2.50(.61)
約束を守る 2.38(.63)
仕事は，責任を持ってやる 2.37(.60)
素直に注意を聞く 2.33(.59)
できない時にごまかさない 2.33(.64)
うそや言い訳をしない 2.31(.62)
怠けたり手抜きをしない 2.28(.61)
順番や交代の意味が分かる 2.25(.64)
決まりや礼儀を守る 2.25(.64)
まじめに仕事をする 2.20(.56)
辛抱強く仕事をする 2.16(.60)
共同の道具を大切にする 2.15(.66)
ふざけずに仕事をする 2.13(.63)
仕事中に無駄話をしない 2.09(.60)
指示を受け入れる 2.03(.67)
整理・整頓ができる 2.01(.60)

積極的に作業に取り組む 1.98(.64)
反復作業に耐える 1.98(.65)
気に入らない仕事に耐える 1.88(.67)
ねばり強く仕事をする 1.83(.68)
工夫して仕事する 1.56(.69)

協
調
性

身近な人にあいさつをする 2.59(.59)
｢ありがとう｣｢ごめんなさい｣ 2.56(.60)
人に迷惑をかけたときに謝る 2.44(.61)
自分勝手な行動をしない 2.36(.61)
助けられた時，謝意を表わす 2.25(.65)

場に応じたあいさつをする 1.98(.65)
人の失敗や過失をとがめない 1.93(.72)
他人の協力を受け入れる 1.87(.64)
他人に協力する 1.80(.63)
場の雰囲気が分かる 1.64(.68)

意
思
の
表
示

名前を呼ばれたら返事をする 2.75(.48)
仕事が終わったら報告する 2.34(.65)
作業が分からないときは聞く 2.34(.71)
指示や説明を正しく聞き取る 2.20(.67)
説明を聞いて内容が分かる 2.20(.67)
簡単な伝言をする 2.07(.65)
話が分からないときは聞く 2.03(.74)
話す相手と視線をあわせる 2.02(.66)

依頼や訴えをする 1.97(.69)
自分の気持ちを表現できる 1.94(.64)
聞かれれば，上司に話す 1.85(.65)
感情を出さない時が分かる 1.83(.64)
電話や来客の取り次ぎをする 1.81(.79)
上司などに簡単な伝言をする 1.79(.72)
相手の気持ちが分かる 1.71(.66)
要望や不満などを表わす 1.68(.67)
見聞きした事を上司に話す 1.66(.69)
ていねいな言葉を使える 1.64(.77)
電話の対応を知り利用する 1.62(.76)
時と場に応じた適切な対応 1.59(.73)
立場をわきまえて対応する 1.59(.75)
聞き手の方を向いて話す 1.58(.72)
順序をたどって話す 1.52(.69)
自分の意見を分かるよう話す 1.46(.71)
話し合いで，意見も述べる 1.38(.72)

作
業

道具などを正しく使う 2.17(.64)
道具などを注意して運搬する 2.11(.62)
道具などを大切に扱う 2.08(.62)
準備，後片づけができる 2.01(.62)

作業内容の変更をすぐ覚える 1.76(.63)
道具などの管理や手入れ 1.70(.70)

職
業
に
関
す
る

　
　
　
知
識
・
理
解

自分の分担が分かる 1.93(.71)
仕事の責任が分かる 1.70(.71)
仕事の分担や協力が分かる 1.63(.71)
履歴書など手本を書き写す 1.45(.82)
基本的労働条件がわかる 1.38(.82)
職場の組織が分かる 1.24(.81)
職業の名前が言える 1.19(.81)
PESO などの役割が分かる 1.06(.77)
保険などの制度が分かる 1.06(.80)

一
般
的
知
識

119 番や 110 番が分かる 1.89(.82)
水，電気，ガスなど大切に使う 1.73(.73)
警察署などの働きが分かる 1.60(.77)
諸届などの意味が分かる 1.25(.78)
諸届などの記入が分かる 1.14(.78)
よく使う外来語が分かる 1.08(.75)

選挙の意味が分かる 0.92(.76)

特
徴

やってみたい仕事が分かる 1.49(.67)
得意・不得意が分かる 1.47(.70)
向いている仕事が分かる 1.41(.72)

数値は平均値（標準偏差）を表す
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知的障害者の就労を継続するための課題（中学部保護者）

必ずできなくてはならない できなくてもさしつかえない

日
常
生
活

トイレが一人で利用でき 2.74(.49)
食事のマナーが守れる 2.13(.67)

身なりを整えられる 1.99(.62)
身辺を清潔にできる 1.96(.62)
整理・整頓ができる 1.68(.69)
病気やけがの予防ができる 1.57(.70)
病気やけがに対処できる 1.37(.73)
一人で掃除や洗濯ができる 1.32(.74)
余暇がうまく過ごせる 1.26(.75)
一人で食事の支度ができる 1.22(.74)

職
業
生
活

物を無断で持って行かない 2.60(.64)
自他のものが区別できる 2.47(.62)
目印で自分のものが分かる 2.42(.64)
道具を使ったら必ず返す 2.38(.67)
仕事中騒いだりしない 2.28(.71)
むやみに休まない 2.22(.66)
約束を守る 2.19(.70)
素直に注意を聞く 2.16(.67)
仕事は，責任を持ってやる 2.14(.72)
できない時にごまかさない 2.12(.72)
怠けたり手抜きをしない 2.07(.66)
順番や交代の意味が分かる 2.07(.70)
うそや言い訳をしない 2.06(.73)
決まりや礼儀を守る 2.00(.71)

辛抱強く仕事をする 1.96(.73)
まじめに仕事をする 1.94(.67)
共同の道具を大切にする 1.94(.68)
ふざけずに仕事をする 1.91(.74)
指示を受け入れる 1.86(.70)
仕事中に無駄話をしない 1.86(.77)
反復作業に耐える 1.82(.70)
整理・整頓ができる 1.75(.70)
積極的に作業に取り組む 1.72(.71)
気に入らない仕事に耐える 1.68(.71)
ねばり強く仕事をする 1.58(.76)
工夫して仕事する 1.15(.76)

協
調
性

身近な人にあいさつをする 2.37(.69)
｢ありがとう｣｢ごめんなさい｣ 2.35(.69)
人に迷惑をかけたときに謝る 2.21(.68)
自分勝手な行動をしない 2.16(.73)
助けられた時，謝意を表わす 2.09(.70)

人の失敗や過失をとがめない 1.83(.76)
場に応じたあいさつをする 1.80(.74)
他人の協力を受け入れる 1.75(.66)
他人に協力する 1.59(.68)
場の雰囲気が分かる 1.48(.74)

意
思
の
表
示

名前を呼ばれたら返事をする 2.55(.61) 作業が分からないときは聞く 1.99(.79)
仕事が終わったら報告する 1.93(.73)
指示や説明を正しく聞き取る 1.87(.72)
説明を聞いて内容が分かる 1.87(.72)
自分の気持ちを表現できる 1.79(.71)
簡単な伝言をする 1.76(.72)
話す相手と視線をあわせる 1.76(.78)
依頼や訴えをする 1.75(.69)
話が分からないときは聞く 1.74(.78)
聞かれれば，上司に話す 1.60(.67)
感情を出さない時が分かる 1.59(.71)
相手の気持ちが分かる 1.49(.70)
電話や来客の取り次ぎをする 1.49(.82)
上司などに簡単な伝言をする 1.48(.77)
要望や不満などを表わす 1.47(.69)
見聞きした事を上司に話す 1.45(.67)
聞き手の方を向いて話す 1.35(.74)
電話の対応を知り利用する 1.32(.81)
時と場に応じた適切な対応 1.29(.76)
ていねいな言葉を使える 1.28(.76)
立場をわきまえて対応する 1.28(.78)
順序をたどって話す 1.27(.70)
自分の意見を分かるよう話す 1.26(.71)
話し合いで，意見も述べる 1.11(.72)

作
業

道具などを正しく使う 1.97(.74)
道具などを注意して運搬する 1.92(.70)
道具などを大切に扱う 1.91(.70)
準備，後片づけができる 1.81(.68)
作業内容の変更をすぐ覚える 1.51(.70)
道具などの管理や手入れ 1.48(.84)

職
業
に
関
す
る

　
知
識
・
理
解

自分の分担が分かる 1.63(.78)
仕事の責任が分かる 1.46(.75)
仕事の分担や協力が分かる 1.39(.70)
基本的労働条件がわかる 1.00(.73)

履歴書など手本を書き写す 0.92(.75)
職場の組織が分かる 0.89(.81)
職業の名前が言える 0.87(.78)
PESO などの役割が分かる 0.70(.71)
保険などの制度が分かる 0.71(.74)

一
般
的
知
識

119 番や 110 番が分かる 1.58(.88)
水，電気，ガスなど大切に使う 1.49(.77)
警察署などの働きが分かる 1.28(.80)

諸届などの意味が分かる 0.94(.78)
諸届などの記入が分かる 0.86(.78)
よく使う外来語が分かる 0.79(.74)
選挙の意味が分かる 0.63(.70)

特
徴

やってみたい仕事が分かる 1.22(.71)
得意・不得意が分かる 1.19(.73)
向いている仕事が分かる 1.01(.72)

数値は平均値（標準偏差）を表す
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知的障害者の就労を継続するための課題（特殊保護者）

必ずできなくてはならない できなくてもさしつかえない

日
常
生
活

トイレが一人で利用できる 2.60(.58) 食事のマナーが守れる 1.98(.72)
身辺を清潔にできる 1.82(.64)
身なりを整えられる 1.78(.71)
整理・整頓ができる 1.64(.71)
病気やけがの予防ができる 1.64(.72)
一人で掃除や洗濯ができる 1.60(.70)
病気やけがに対処できる 1.59(.70)
一人で食事の支度ができる 1.46(.79)
余暇がうまく過ごせる 1.26(.78)

職
業
生
活

物を無断で持って行かない 2.60(.63)
道具を使ったら必ず返す 2.48(.67)
自他のものが区別できる 2.45(.63)
目印で自分のものが分かる 2.37(.68)
仕事中騒いだりしない 2.23(.69)
むやみに休まない 2.18(.61)
約束を守る 2.15(.80)
順番や交代の意味が分かる 2.11(.69)
決まりや礼儀を守る 2.09(.67)
仕事は，責任を持ってやる 2.08(.83)
できない時にごまかさない 2.07(.75)
素直に注意を聞く 2.06(.71)
うそや言い訳をしない 2.06(.76)
怠けたり手抜きをしない 2.01(.73)

共同の道具を大切にする 1.98(.72)
まじめに仕事をする 1.89(.64)
辛抱強く仕事をする 1.82(.69)
ふざけずに仕事をする 1.82(.70)
整理・整頓ができる 1.80(.73)
指示を受け入れる 1.78(.74)
仕事中に無駄話をしない 1.74(.70)
積極的に作業に取り組む 1.68(.67)
反復作業に耐える 1.66(.59)
気に入らない仕事に耐える 1.52(.72)
ねばり強く仕事をする 1.51(.72)
工夫して仕事する 1.28(.73)

協
調
性

｢ありがとう｣｢ごめんなさい｣ 2.45(.73)
身近な人にあいさつをする 2.44(.76)
助けられた時，謝意を表わす 2.24(.70)
人に迷惑をかけたときに謝る 2.24(.74)
自分勝手な行動をしない 2.18(.78)

人の失敗や過失をとがめない 1.91(.79)
場に応じたあいさつをする 1.90(.75)
他人の協力を受け入れる 1.88(.66)
他人に協力する 1.79(.70)
場の雰囲気が分かる 1.57(.75)

意
思
の
表
示

名前を呼ばれたら返事をする 2.63(.60)
作業が分からないときは聞く 2.17(.77)

話が分からないときは聞く 1.98(.73)
仕事が終わったら報告する 1.93(.83)
話す相手と視線をあわせる 1.92(.77)
指示や説明を正しく聞き取る 1.85(.75)
説明を聞いて内容が分かる 1.85(.75)
簡単な伝言をする 1.83(.73)
依頼や訴えをする 1.73(.62)
自分の気持ちを表現できる 1.70(.79)
要望や不満などを表わす 1.65(.64)
聞かれれば，上司に話す 1.65(.70)
電話の対応を知り利用する 1.60(.76)
電話や来客の取り次ぎをする 1.59(.80)
上司などに簡単な伝言をする 1.57(.71)
聞き手の方を向いて話す 1.56(.84)
感情を出さない時が分かる 1.52(.74)
相手の気持ちが分かる 1.51(.71)
ていねいな言葉を使える 1.45(.76)
立場をわきまえて対応する 1.43(.80)
時と場に応じた適切な対応 1.42(.78)
自分の意見を分かるよう話す 1.40(.73)
見聞きした事を上司に話す 1.42(.66)
順序をたどって話す 1.32(.71)
話し合いで，意見も述べる 1.34(.76)

作
業

道具などを正しく使う 1.95(.71)
道具などを注意して運搬する 1.88(.76)
道具などを大切に扱う 1.83(.75)
準備，後片づけができる 1.77(.75)
作業内容の変更をすぐ覚える 1.51(.71)
道具などの管理や手入れ 1.43(.82)

職
業
に
関
す
る

　
　
知
識
・
理
解

自分の分担が分かる 1.70(.80)
仕事の責任が分かる 1.59(.75)
仕事の分担や協力が分かる 1.51(.76)
履歴書など手本を書き写す 1.38(.84)
職場の組織が分かる 1.30(.81)
基本的労働条件がわかる 1.29(.78)
職業の名前が言える 1.21(.76)
保険などの制度が分かる 1.14(.84)
PESO などの役割が分かる 1.13(.81)

一
般
的
知
識

119 番や 110 番が分かる 1.93(.88)
水，電気，ガスなど大切に使う 1.75(.81)
警察署などの働きが分かる 1.65(.82)
諸届などの意味が分かる 1.20(.84)
よく使う外来語が分かる 1.16(.78)
諸届などの記入が分かる 1.05(.82)
選挙の意味が分かる 1.00(.82)

特
徴

やってみたい仕事が分かる 1.46(.72)
得意・不得意が分かる 1.45(.70)
向いている仕事が分かる 1.32(.77)

数値は平均値（標準偏差）を表す
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